
　　　　

2024 年 12 月 1 日

あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
手をつなぐ育成会の想いは、「ノーマライゼーション」の理念を根底に据え、障害のある人もない人もお互いを尊重し合い、「自助」「共助」「公助」の和の心をもって支え合う安心し
て暮らせるインクルーシブな『地域共生社会』の実現にあります。私たちは地域福祉の推進役としての使命を担う主体法人としての自覚を持ち、‟誰一人取り残さない社会"構築のための
地域力と連携・協働して参ります。

事業所名 諫早市手をつなぐつくしっ子 作成日支援プログラム

・小集団での遊びや活動を通してルールや順番があることを知り、守ろうとする姿勢が身に付くように支援します。
・活動や遊びを通して「大きい」「小さい」「高い」「低い」など様々な概念、数字や色を習得できるよう支援します。
・1つずつできるこを増やしていき自信を持って自分からやってみようという意欲や行動にに支援します。
・集団活動の中で育まれる経験や感情を大切にし、危険なことや安全なことへの判断と理解ができるように支援します。

・「もう1回したい」などの要求や意思がお子様自身から言葉や非言語コミュニケーション（指差し、身振り、絵カード、写真など）で発信できるように支援します。
・友達や職員と関わる中で「かして」「いいよ」「ありがとう」などのコミュニケーションに必要な言葉が発語や身振り等で相手に伝えられるように支援します。
・活動の中でリーダー職員が話している時はおしゃべりをしないで話を聞くなどの基本的な習慣が身に付くように支援します。
・自分が思っていることや発見したことを相手に伝える楽しさを知り、自分なりの方法で伝えることができるよう支援します。

・家族ではない大人の職員との関わりから始め、友達との関わりにつなげ自分ではない他者を意識しながら安心して小集団で過ごせるように支援します。
・活動や遊びの中で、まねっこ遊びや協力遊びなどを通してを職員や友達と一緒に過ごす楽しさを感じられるよう支援します。
・ゲームの勝敗の面白さや友達と同じことが嬉しかったり、友達と違うことが面白いなど友達を意識して過ごせるように支援します。
・お子様に合った気持ちのコントロールができる方法（カーム、感覚グッズ、お気に入り玩具を持つなど）を見つけられるよう支援します。

支援方針

春の象徴でもある「つくし」のように子どもたちにはのびのび成長して欲しいという願いを込め“にこにこ、すくすく、わくわく”できる場を準備し、一人一人が学びを広げられるよう
にサポートしていきます。子どもたちのひとつひとつの「できた」を大切にしていきます。こども棟内の企業主導型保育園と連携しインクルーシブ交流保育により同年代児のお友達との
関わる機会をもち、楽しみながら共に成長できる環境を整えていきます。

営業時間 送迎実施の有無
基本は保護者様の送迎をお願いしていますが、
ご相談がある場合、事業所から車で15分前後の
距離をめどに検討いたします。

8　　時　　　30　　分～　　　17　　　時　　　30　　　分
（サービス提供時間　9時～14時・延長時間　14時～15時）

主な行事等

・避難訓練（火災、地震）　　・買い物体験　　・動物えさやり体験　　・社会見学（空港見学、季節を感じるコスモス・ひまわりなどお花の見学）

家族支援

・子どもの発達状況や特性についての相談、子育て支援
・延長時間（14:00～15:00）
・保護者おしゃべり会
・地域資源の情報提供

移行支援

・保護者様の希望により活動の様子のまとめの引継ぎシートの作成
・必要に応じて就園や就学に向けた関係機関との引継ぎ連携会議の開催、
情報共有

地域支援・地域連携

・通園児の幼稚園、保育園、併用児童発達支援事業所、相談支援員を含めた関
係機関連携会議の開催、定期的な情報共有 職員の質の向上

・発達や障害に関する外部研修への参加
・法人内研修（虐待防止、感染症、業務継続計画）
・利用者保護者アンケート、自己評価の実施

支　援　内　容

・連絡帳や送迎時に保護者様よりご家庭の生活習慣を確認し一人一人の生活習慣を知り、心身の健康状態の把握に努め健康で安全に安心して過ごすことができるよう支援します。
・食事、排泄、着脱、歯磨きなどの基本的な生活習慣がスモールステップで獲得できるよう必要に応じて絵カード等の視覚支援を取り入れながら支援します。
・通所することで、一日や一週間を通して生活リズム全体が整うように支援します。

・日常生活に必要な身体の動作、移動、着席などの姿勢保持を活動や遊びを通してできるよう支援します。
・運動活動でサーキット、ボール遊び、感覚遊び、ダンス等の身体を動かす活動を通して運動の巧緻性が向上するよう支援します。
・机上活動でシール貼り、紐通し、プットイン、マッチング、絵の具遊び、お絵描き、はさみ、運筆等の手先を動かす活動を通して手指の巧緻性が向上するよう支援します。
・お子様一人一人の好きな感覚、苦手な感覚に配慮しながら遊びや活動を通して様々な感覚や感触に触れる機会を体験できるよう支援します。
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